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放射性同位元素 

核   種 63Ni 
数   量 555 MBq 

1台当り個数 1 
物理的状態 固   体 
化 学 形 酸化物、水酸化物、炭化物および蒸

気状のもの以外の無機化合物 
密封の状態 厚さ 6 mm 以上の 

ステンレス鋼の容器 

 

貯蔵容器 

種   類 線源容器 

構造および材料 ステンレス鋼 6 mm 以上 
標識を付する箇所 容器表面 
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事業者の区分 

免状取得に 
必要な試験等 
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5. 
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様式第二（第３条関係） 
整 理 番 号 （注１）   

 

 

 

 

 

 

 

放  射  性  同  位  元  素  の  使  用  届 
 

 

 

 

○年    ○月    ○日 

 

原 子 力 規 制 委 員 会  殿 

 

氏 名 （法人にあつては、その名称及び代表者の氏名） 

 

乙丸製作株式会社 

代表取締役社長  山田 太郎 

 

 

○印  

 

 

放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律第３条の２第１項の規定により放射性同位元素の使用を届け出ます。 

 

氏 名 又 は 名 称 乙丸製作株式会社 

法 人 に あ つ て は 、 そ の 代 表 者 の 氏 名 代表取締役社長  山田 太郎 

住 所 

 
郵便番号（○○○-○○○○） 

    東京都千代田区丸の内 一丁目一番 
 
 

電話番号（○○-○○○-○○○○） 

工 場 又 は 

事 業 所 

名 称 乙丸製作株式会社 延岡工場 

所 在 地 

 
郵便番号（○○○-○○○○） 
    宮崎県 延岡市西町 一丁目一番 

 
 
電話番号（ ○○-○○○-○○○○） 

事 務 上 の 

 

 

連 絡 先 

名 称 乙丸製作株式会社 

所 在 地 

 
郵便番号（○○○-○○○○） 

   東京都千代田区丸の内 一丁目一番 
 
 

電話番号（○○-○○○-○○○○） 

連 絡 員 の 氏 名 (注２) 

所属部課名（ 技術部技術第一課               ） 
立花 一郎         電話番号（ ○○-○○○-○○○○           ） 

ＦＡＸ番号（ ○○-○○○-○○○○           ） 

メールアドレス（ ○○○○○＠○○○○           ） 

 

 

 

 

 

使用の内容 密封された放射性同位元素の使用 

印 

登記簿抄本と全く

同じに書くこと 
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記入上の注意 

（1） 整理番号 

申請者はこの欄には記入しない。 

（2） 年 月 日 

原子力規制委員会に申請する年月日を記載する。 

記入年月日と実際に申請する日のずれを防止するため年月日は実際の申請書提出時に記入する。 

（3） 原子力規制委員会 

 

原子力規制委員会 殿 

と正、副本の全てに記載する。 

（4） 氏名(法人にあっては、その名称および代表者の氏名) 

① 法人の場合は、法人の名称および代表者の氏名と印を 

○○○○株式会社 

     取締役社長 ○○○○ 印 

と記入、押印します。この場合の押印は、社印と社長印の２つを正、副本の全てに押す。申請者は法人の代表権を有する者でなけれ

ばならない。担当官のチェック／指導を反映後に押印のこと。 

② 委任行為により委任された者が申請を行う場合には、 

○○○○株式会社 

     取締役社長 ○○○○ 

(申請代行者) 

○○○株式会社 

     ○○○工場長 ○○○○ 印 

と本来の申請者と申請を代行する者を併記する。この場合の押印が委任された者の印だけでよいのは当然であるが、委任行為につい

ては添付資料中に正本には正式な委任状を、副本には写を添えなければならない。 

（5） 氏名または名称 

個人の場合は個人名を、法人の場合は法人名を記載する。使用する事業所(工場)名は記載しない。 

（6） 法人にあっては、その代表者の氏名 

法人の場合は、法人の代表者の氏名を記載する。 

（7） 住  所 

「氏名または名称」に該当する者の住所であり、個人の場合は個人の住所を、法人の場合は法人の住所を記載する。 

電話番号については東京から直接かける場合の番号を記載しておくのがよい。 

上記(6)(7)(8)の事項は申請者についてであり、もし申請者について委任行為がなされている場合であっても、委任された者について

記載すべき事項ではありません。名称、住所は登記簿抄本通りに記入し(特に数字表記に注意)、郵便番号を合わせて記載する。 

（8） 工場または事業所 

実際にガスクロマトグラフが設置されている工場または事業所の住所を記入する。 

工場または事業所の名称および所在地都道府県から「丁目」「番地」まで 

 ○○○○株式会社○○工場 

 ○○県○○市○○町○○丁目○番○号 

として記載する。名称、住所は登記簿抄本通りに記入し(特に数字表記に注意) 、郵便番号を合わせて記載する。 

（9） 事務上の連絡先 

連絡の便のよい連絡先を記載する。東京に連絡先がある場合には東京における連絡先を、東京に連絡先がない場合には、工場または

事業所における連絡先を記載する。名称、住所は登記簿抄本通りに記入し(特に数字表記に注意)、郵便番号を合わせて記載する。 

連絡員の氏名については氏名の他連絡員の所属部課名および電話番号まで記載する。 

なお、連絡員は特に資格を要さないが、申請書類を保管し、申請内容を承知していなければなりません。 
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さまざまな状況が考えられますので、記入に当って不明な点が生じた場合は、原子力規制委員会の担当官へ問い合わせて

ください。（3 ページ参照） 
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 機器に装備されている放射性同位元素 機器に装備されていない放射性同位元素 

種 

 

類 

 

及 

 

び 

 

数 

 

量 

 

(注３) 

 

核 種 63Ni    

物 理 的 状 態 (注４) 固体、単体 

化 学 形 等 (注５) 酸化物、水酸化物、炭化物及び蒸気状のもの以外の全ての無機化合物 

密 封 の 状 態 (注６) 
厚さ 6 mm以上の 

ステンレス鋼の容器 
   

１ 個 当 た り の 数 量 及 び 個 数 (注 7) 555 MBq    

合 計 数 量 1個    

放射性同位元素が機器に装備されている場

合には、その機器の種類、型式及び性能 

(注８) 

Agilent Intuvo9000 

ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ用 ECD  

（G7358A または G7357A） 

   

使 用 の 目 的 薬品成分の検出    

使 用 の 方 法 (注９) 
ガスクロマトグラフ上部に設置し、 

連続使用する 
  

使 用 の 場 所 (注 10) 研究棟機器分析室測定台（注を参照して記入のこと） 

貯

蔵

施

設

の

位

置

、

構

造

、

設

備

及

び

貯

蔵

能

力 

位

置 

地 崩 れ の お そ れ 周囲は平坦地で地崩れのおそれはない。 

浸 水 の お そ れ 近くに河川、池等がなく、窪地ではないので浸水のおそれはない。 

周 囲 の 状 況 
東側◯◯m離れて工場       南側◯◯m離れて一般住宅地 

西側◯◯m離れてグランド     北側◯◯m離れて一般住宅地 

貯

蔵

室

又

は

貯

蔵

箱 

貯 蔵 室 の 構 造 の 耐 火 性 

(注 11) 
 

貯

蔵

室

の

材

料 
区 分 

室 名 
壁 柱 床 は り 天 井 階 段 扉 窓 

         

         

貯蔵箱の設置位置、個数、 

構 造 及 び 材 料 （注 12） 
 

標 識 を 付 け る 箇 所  

遮
蔽
物 

遮
蔽
壁
そ
の
他
の 

施設内の常時立ち入る場所に対

する遮蔽           (注 13) 

ECD セル（ステンレス鋼）により、検出器表面の実効線量で 1週間につき 

1 mSv以下になるので、しゃへい物は設けない。 

工場又は事業所の境界及び 

工場又は事業所内の居住区 

域 に 対 す る 遮 蔽  (注 14) 

管理区域の境界から事業所の境界まで 25 m以上ある。 管理区域の境界から 

1 mの地点で 250 μSv/3ヶ月以下になるので、しゃへい物は特に設けない。 

貯 

蔵 

容 

器 

(注 15) 

種 類 及 び 個 数 ECD セル 1個    

構 造 及 び 材 料 (注 16) 
ステンレス鋼 6mm、 

耐火性 
   

標 識 を 付 け る 箇 所 
ガスクロマトグラフ 

本体の表面 1ヶ所 
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出 入 口 人が通常出入りする出入口   2 箇所  その他の出入口  なし  箇所(用途    ) 

閉 鎖 の た め の 設 備 又 は 器 具 検出器恒温槽内に固定 

管

理

区

域 

境界に設けるさくその他の施設  

標 識 を 付 け る 箇 所  

貯

蔵

能

力 

貯 蔵 室 又 は 貯 蔵 箱 (注 17)  

耐 火 性 の 容 器 (注 18) 
63Ni 

555MBq 1個 
   

 

 

 

 

 

 

．．

添付書類として、どのような書面、図面が添付されているかが一目でわかるように、このような一覧表を付けてください。 
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事 業 所 周 辺 図 
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ガスクロ 

マトグラフ 

ガ
ス
ク
ロ
 

マ
ト
グ
ラ
フ
 

注意事項 

 

注意事項 

 

標識 
63Ni555MBq×1 
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様式第三（第４条関係） 
整 理 番 号 （注１）   

 

 

放 射 性 同 位 元 素 の 使 用 変 更 届  
 

 

○年    ○月    ○日 

 

 

原 子 力 規 制 委 員 会  殿 

 

氏 名 （法人にあつては、その名称及び代表者の氏名） 

 

乙丸製作株式会社 

代表取締役社長  山田 太郎 

 

○印  

 

 

 

放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律第３条の２第２項の規定により放射性同位元素の届出使用に係る届出事項の変更を

届け出ます。 

氏 名 又 は 名 称 乙丸製作株式会社 

法 人 に あ つ て は 、 そ の 代 表 者 の 氏 名 代表取締役社長  山田 太郎 

住 所 

郵便番号（○○○-○○○○） 

東京都千代田区丸の内 一丁目一番 

 

 

電話番号（○○-○○○-○○○○） 

法第３条の２第１項の届出をした年月日（注２） ○ 年○ 月○ 日  届出番号○○○○○ 

工場又は 

事 業 所 

名 称 乙丸製作株式会社 

所 在 地 

郵便番号（○○○-○○○○） 

宮崎県 延岡市西町 一丁目一番 

 

 

電話番号（ ○○-○○○-○○○○） 

連 絡 員 の 氏 名（注３） 

所属部課名（ 技術部技術第一課               ） 

立花 一郎           電話番号（ ○○-○○○-○○○○           ） 

ＦＡＸ番号（ ○○-○○○-○○○○           ） 

メールアドレス（ ○○○○○＠○○○○           ） 

変更の内

容(注４) 

変 更 前 
ガスクロマトグラフ用エレクトロンキャプチャ・ディテクタ 63Ni 555 MBq 

 1台使用中。 

変 更 後 
ガスクロマトグラフ用エレクトロンキャプチャ・ディテクタ 63Ni 555 MBq 

 1台追加。(詳細別紙) 

変 更 の 理 由 有機塩素系化合物サンプルの増加に対応するため ECD を 1台増設する。 

 

印 
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別紙記載例 

 機器に装備されている放射性同位元素 

種 

 

類 

 

及 

 

び 

 

数 

 

量 

 

(注３) 

 

核 種 63Ni 63Ni   

物 理 的 状 態 (注４) 固体、単体 

化 学 形 等 (注５) 酸化物、水酸化物、炭化物及び蒸気状のもの以外の全ての無機化合物 

密 封 の 状 態 (注６) 
厚さ 3 mm以上の 

ステンレス鋼の容器 

厚さ 6 mm以上の 

ステンレス鋼の容器 
  

１ 個 当 た り の 数 量 及 び 個 数 (注 7) 555 MBq 555 MBq   

合 計 数 量 1個 1個   

放射性同位元素が機器に装備されている場

合には、その機器の種類、型式及び性能 

(注８) 

Agilent 7890 ガスクロ

マトグラフ用 ECD 

（モデル G2398AD） 

Agilent Intuvo9000  

ガスクロマトグラフ用

ECD（モデル G7358A ま

たは G7357A） 

  

使 用 の 目 的 薬品成分の検出 薬品成分の検出   

使 用 の 方 法 (注９) 
7890 ガスクロマト
グラフ上部に設置
し、連続使用する 

Intuvo 9000 ガスクロ

マトグラフ上部に設置

し、連続使用する 
  

使 用 の 場 所 (注 10) 
研究棟機器分析室測

定台 

研究棟機器分析室測

定台 
  

貯

蔵

施

設

の

位

置

、

構

造

、

設

備

及

び

貯

蔵

能

力 

位

置 

地 崩 れ の お そ れ 周囲は平坦地で地崩れのおそれはない。 

浸 水 の お そ れ 近くに河川、池等がなく、窪地ではないので浸水のおそれはない。 

周 囲 の 状 況 
東側◯◯m離れて工場       南側◯◯m離れて一般住宅地 

西側◯◯m離れてグランド     北側◯◯m離れて一般住宅地 

貯

蔵

室

又

は

貯

蔵

箱 

貯 蔵 室 の 構 造 の 耐 火 性 

(注 11) 
 

貯

蔵

室

の

材

料 
区 分 

室 名 
壁 柱 床 は り 天 井 階 段 扉 窓 

         

         

貯蔵箱の設置位置、個数、 

構 造 及 び 材 料 （注 12） 
 

標 識 を 付 け る 箇 所  

遮
蔽
物 

遮
蔽
壁
そ
の
他
の 

施設内の常時立ち入る場所に対 
する遮蔽           (注 13) 

ECDセル（ステンレス鋼）により、検出器表面の実効線量で 1週間につき 

1mSv以下になるので、しゃへい物は設けない。 

工場又は事業所の境界及び 

工場又は事業所内の居住区 

域 に 対 す る 遮 蔽  (注 14) 

管理区域の境界から事業所の境界まで 25m以上ある。 管理区域の境界から 1mの地点で

250μSv/3ヶ月以下になるので、しゃへい物は特に設けない。 

貯 

蔵 

容 

器 

(注 15) 

種 類 及 び 個 数 ECD セル 1個 ECD セル 1個   

構 造 及 び 材 料 (注 16) 
ステンレス鋼 6mm、 

耐火性 

ステンレス鋼 6mm、 

耐火性 
  

標 識 を 付 け る 箇 所 
ガスクロマトグラフ 

本体の表面 1ヶ所 

ガスクロマトグラフ 

本体の表面 1ヶ所 
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出 入 口 人が通常出入りする出入口   2 箇所  その他の出入口  なし  箇所(用途    ) 

閉 鎖 の た め の 設 備 又 は 器 具 検出器恒温槽内に固定 

管

理

区

域 

境界に設けるさくその他の施設  

標 識 を 付 け る 箇 所  

貯

蔵

能

力 

貯 蔵 室 又 は 貯 蔵 箱 (注 17)  

耐 火 性 の 容 器 (注 18) （変更前） 63Ni 555 MBq × 1個  （変更後） 63Ni 555 MBq × 2個 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

．．
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様式第四十一（第 31条関係） 
整 理 番 号 （注１）   

放射線取扱主任者  
選任 

解任 
届  

○年    ○月    ○日 

 

 

 

原 子 力 規 制 委 員 会  殿 

 

氏 名 （法人にあつては、その名称及び代表者の氏名） 

 

乙丸製作株式会社 

代表取締役社長  山田 太郎 

 

○印  

 

放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律第 34条第２項の規定により放射線取扱主任者の 
選 任

解 任 
を届け出ます。 

氏 名 又 は 名 称 乙丸製作株式会社 

法 人 に あ つ て は 、 そ の 代 表 者 の 氏 名 代表取締役社長  山田 太郎 

住 所 

 

郵便番号（○○○-○○○○） 

    東京都千代田区丸の内 一丁目一番 

 

 

電話番号（○○-○○○-○○○○ 

許 可 証 の 年 月 日 及 び 番 号 、 

法 第 ３ 条 の ２ 第 １ 項 の 届 出 を し た 年 月 日 

又 は 法 第 ４ 条 第 １ 項 の 届 出 を し た 年 月 日 

（注２） 

○ 年○ 月○ 日  届出番号○○○○○ 

工 場 又 は 事 業 所 

廃 棄 事 業 所 等 

（注３） 

名 称 乙丸製作株式会社 延岡工場 

所 在 地 

郵便番号（○○○-○○○○） 

    宮崎県 延岡市西町 一丁目一番 

 

電話番号（ ○○-○○○-○○○○） 

連 絡 員 の 氏 名（注４） 

所属部課名（ 技術部技術第一課               ） 

立花 一郎         電話番号（ ○○-○○○-○○○○           ） 

ＦＡＸ番号（ ○○-○○○-○○○○           ） 

メールアドレス（ ○○○○○＠○○○○           ） 

使  用 

販  売  業 

賃  貸  業 

廃  棄  業 

運 び 入 れ 

設  置 

開  始 

年  月  日 

（注５） 
○年    ○月    ○日 

被 選 任 者 の 氏 名 年 齢 選 任 年 月 日 職 務 上 の 地 位 免状の種類及び番号（注６） 

○○ ○○○ ○歳   ○ 年○ 月○ 日 
第一半導体課 

第１ 係長 

第 1種放射線取扱主任者免状 

第◯ ◯ ◯ ◯ 号 

被 解 任 者 の 氏 名 解 任 年 月 日 選 任 年 月 日 解 任 理 由 

   年 月 日   年 月 日  

印 
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様式第二十五（第 21条第２項関係） 
整 理 番 号（注１）   

 

 

放 射 線 障 害 予 防 規 程 届 

 

 

 

 

○年    ○月    ○日 

 

 

 

原 子 力 規 制 委 員 会  殿 

 

氏 名 （法人にあつては、その名称及び代表者の氏名） 

 

○ ○ 県 

県知事  ○ ○ ○ ○ 

 

○印  

 

 

放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律第 21条第１項の規定により、別紙のとおり、放射線障害予防規程を届け出ます。 

氏 名 又 は 名 称 ○ ○ 県 

法 人 に あ つ て は 、 そ の 代 表 者 の 氏 名 ○○県知事  ○ ○ ○ ○ 

住 所 

郵便番号（○○○-○○○○） 

    ○○県 ○○市 一丁目一番 

 

 

電話番号（○○-○○○-○○○○） 

許 可 証 の 年 月 日 及 び 番 号 、 
法 第 ３ 条 の ２ 第 １ 項 の 届 出 を し た 年 月 日 
又 は 法 第 ４ 条 第 １ 項 の 届 出 を し た 年 月 日 

（注２） 

○ 年○ 月○ 日  届出番号○○○○○ 

工 場 又 は 事 業 所 

廃 棄 事 業 所 等 

（注３） 

名 称 ○○県立放射線研究所 

所 在 地 

郵便番号（○○○-○○○○） 

    ○○県 ○○市 ○丁目○番 

 

電話番号（ ○○-○○○-○○○○） 

連 絡 員 の 氏 名 

（注４） 

所属部課名（ 技術部技術第一課               ） 

○ ○ ○ ○        電話番号（ ○○-○○○-○○○○           ） 

ＦＡＸ番号（ ○○-○○○-○○○○           ） 

メールアドレス（ ○○○○○＠○○○○           ） 

使 用 

販 売 の 業 

賃 貸 の 業 

廃 棄 の 業 

の 開 始 年 月 日 ○年     ○月     ○日 

 

印 
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様式第 20号（第 85条，第 86条関係） 

建設物  
機械等 

設置・移転・変更届 

  

事業の種類  事業場の名称  
常時使用する 

労働者数 
 

設置地  
主たる事務所 

の所在地 
 

計画の概要  

 種類等 取扱量 従事労働者数 

製造し， 又は 

取扱う物質等 
及び当該業務 
に従事する労 

働者数 

  

男 女 計 

   

参画者の氏名 
 参画者の経歴の 

概要 
 

電気使用設備の 
定各容量 Kw 

工事着手予定 
年月日 

 
工事落成予定 
年月日 

 

  年  月  日   

事業者     職     氏 名    印 
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1 「種類」の次の区分により記入すること。 

エックス線装置 …… 医療用エックス線装置、工業用等エックス線装置 

荷電粒子を加速する装置 …… サイクロトロン、ベータトロン、シンクロトロン、シンクロサイクロトロン、ファンデグラ 

ーフ型 

加速装置、コッククロフトワルトン型加速装置、直線加速装置、その他 

放射性物質を装備している機器 …… ガンマー線照射装置、その他の放射性物質を装備している機器 

エックス線管若しくはケノトロンのガス抜き又はエックス線の発生を伴うこれらの検査の装置 …… ガス抜き等の装置 

2 「用途」の欄には次の区分により記入すること。 

医療用のエックス線装置 …… 診療用、治療用 

工業用等エックス線装置 …… 非破壊検査用（撮影用）、非破壊検査用（透視用）、その他 

荷電粒子を加速する装置 …… 医療用、非破壊検査用、その他研究用 

放射性物質を装備している機器 …… 医療用、非破壊検査用、その他研究用、その他 

3 「性能」の欄には、次の事項を記入すること。 

エックス線装置 …… 定格出力 

荷電粒子を加速する装置 …… 放射線の種類、得られるエネルギー（MeV） 

放射性物質を装備している機器 …… 装備される放射性物質中の放射性同位元素の種類及び数量（ベクレル） 

4 「上覧の放射線装置による健康障害を防止するための設備の概要」の欄には、当該放射線装置を設置する室の壁、床等の構 

造及び材料並びに警報装置、測定器の種類、型式及び台数等について記入すること。 

様式第 2７号（別表第 7関係） 

放 射 線 装 置 摘 要 書 

  

事 業 場 の 名 称 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

放

射

線

装

置 

種 類 その他の放射性物質を装備している機器（記入例） 

用 途 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

台 数 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

性 能 63Ni，555MBq×00個（記入例） 

上 覧 の 放 射 線 装 置 

に よ る 健 康 障 害 を 

防 止 す る た め の 

設備の概要 

ECDはガスクロマトグラフ（GC）本体に固定され、GCは使用施設の決められた場所で使用します。 

又 ECDはその容器表面で 300μSv／週以下となるので管理区域は設けない。 

（記入例） 
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番号 部品名 材質

①
エレクトロン・キャプチャ上部
ブロックディテクタ容器

ステンレス鋼

②
エレクトロン・キャプチャ下部
ブロックディテクタ容器

ステンレス鋼

③ ネジ ステンレス鋼

④ O-リング モネル
⑤ スプリングワッシャー ステンレス鋼

⑥ フローガイド セラミック
⑦ アノードリテイニングナット ステンレス鋼

⑧ 電極アノード ステンレス鋼

⑨ アノードフェラル ベスペル
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注意・放射性同位元素 

○ この装置は通常の破棄はできません。 

○ ECD（検出器）は取り外さないで下さい。 

この装置には放射性同位元素の 63Niまたは 3Hを使用し 

た検出器（ECD）が装備されています。放射性同位元素の 

取り扱いについては，法令によって厳重に規制されてお

り， 

取外し及び破棄は法令で定められた方法で行う必要があ 

ります。 

この装置本体の破棄または ECD（検出器）の取外しをす 

る必要があるときは，必ず放射線取扱主任者の許可を得 

て，その指示に従って行って下さい。 

7cm 

10cm 

放射性同位元素 

種類 63Ni 数量 555MBq 
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